
令 和 2 年 5 月 1日現 在

総世帯数
総 人 口

男
女

　

国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
危
機
感
が
一
層

増
し
て
い
ま
す
。
感
染
か
ら
一
人
一
人

の
命
を
守
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、

住
民
目
線
で
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
あ
か

は
ね
内
科
・
神
経
内
科
医
院
（
下
神
）

唐
木
千
穂
院
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Q　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
ど
ん

な
病
気
で
す
か
。

A　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
わ

れ
る
ウ
イ
ル
ス
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
Ｒ

Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
種
類
の
ウ
イ
ル

ス
で
、
自
分
の
力
で
は
増
殖
出
来
ず
、

感
染
し
た
動
物
の
細
胞
に
入
り
込
ん
で

そ
の
動
物
の
細
胞
の
力
を
借
り
て
増
殖

し
ま
す
。
人
の
ほ
か
に
鳥
や
コ
ウ
モ

リ
、
イ
ル
カ
、
豚
、
犬
、
牛
、
馬
な
ど

に
感
染
し
、
そ
こ
で
増
殖
し
ま
す
。
人

間
を
標
的
に
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

こ
れ
ま
で
６
種
類
が
知
ら
れ
て
い
ま
し

1,944世帯
4,765人
2,325人
2,440人

た
。
そ
の
う
ち
４
つ
は
「
普
通
の
風
邪
」

を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
、
従
来
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
わ
れ
ま
す
。「
普
通

の
風
邪
」
と
は
つ
ま
り
軽
い
咳
や
鼻
水

を
中
心
症
状
と
す
る
急
性
疾
患
で
す
。

人
は
こ
の
「
普
通
の
風
邪
」
を
起
こ
す

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
、
紀
元
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
れ
る
ほ
ど
大
昔
か
ら
、
関
わ

り
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
２
０
０
２

年
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
が
コ
ウ
モ

リ
か
ら
人
へ
、
２
０
１
２
年
に
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
か
ら

人
へ
伝
播
し
、
あ
ち
こ
ち
で
人
に
重
症

肺
炎
を
起
こ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回

２
０
１
９
年
に
中
国
で
人
へ
の
感
染
が

始
ま
っ
た
の
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
–1
9
で
す
。
こ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
従
来
型
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
同
様
の
「
普
通
の
風
邪
」
で

と
ど
ま
る
人
も
い
れ
ば
、
感
染
し
て
も

無
症
状
の
ま
ま
経
過
す
る
人
も
い
ま
す

が
、
急
速
に
重
症
化
す
る
強
い
肺
炎
を

起
こ
し
や
す
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
問

題
で
す
。
感
染
す
る
と
喉
や
鼻
な
ど
の

呼
吸
器
官
の
入
口
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、

早
速
肺
に
入
り
込
ん
で
肺
の
細
胞
で
増

殖
し
肺
炎
を
来
た
す
の
で
す
。
ま
た
こ

の
ウ
イ
ル
ス
が
厄
介
な
の
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ

　

神
林
は
古
く
か
ら
米
作
り
を
中
心
と

し
た
水
田
地
帯
で
す
。
稲
作
の
省
力
化

や
機
械
化
の
波
に
よ
り
必
然
と
し
て
、

共
同
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
言
葉
で
語
る
に
は
簡
単
で
す
が
先

人
の
皆
様
の
ご
努
力
に
は
感
服
す
る
思

い
で
す
。
今
は
自
動
化
さ
れ
た
プ
ラ
ン

ト
に
よ
る
水
稲
播
種
の
機
械
化
作
業
が

神
林
の
米
作
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
か
ら
掛
か
る
経
費
等
を
鑑
み

て
、
神
林
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
広
域
化
を

進
め
、現
在
で
は
６
地
区
（
神
林・和
田・

新
村
・
島
内
・
島
立
・
今
井
）
の
水
稲

苗
の
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ

９
万
箱
の
育
苗
箱
に
播
種
か
ら
苗
の
供

給
ま
で
約
一
か
月
間
、
役
員
又
専
従
者

の
皆
さ
ん
が
日
々
注
意
を
払
っ
て
、
一

日
約
５
５
０
０
枚
か
ら
の
播
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
５
月
上
旬
に
は
田

植
え
が
始
ま
り
ま
す
。
自
然
災
害
が
な

く
、
豊
作
の
一
年
で
終
え
ら
れ
る
こ
と

を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
比
べ
て
当
初
の
予
想

を
上
回
る
伝
播
力
を
有
し
て
い
そ
う
な

こ
と
、
潜
伏
期
間
や
発
症
の
過
程
に
か

な
り
な
ば
ら
つ
き
が
あ
り
症
状
経
過
の

予
想
が
困
難
な
こ
と
（
早
速
に
重
症
化

す
る
人
が
い
る
か
と
思
え
ば
一
旦
改
善

し
た
後
に
症
状
悪
化
す
る
人
も
い
る
な

ど
…
）、
把
握
困
難
な
無
症
候
感
染
者
が

多
数
存
在
す
る
こ
と
、
一
度
感
染
が
成

立
す
る
と
か
な
り
な
長
期
間
感
染
し
た

人
の
身
体
に
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
続
け

る
様
子
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
を

持
つ
こ
と
で
す
。

Q　

ど
ん
な
症
状
が
あ
り
ま
す
か
。

A　

ヒ
ト
の
細
胞
の
中
で
増
殖
し
ま
す
。

特
に
肺
の
中
で
肺
炎
を
起
こ
し
て
重
症

化
し
ま
す
。
の
ど
の
痛
み
や
発
熱
、
咳
、

身
体
の
だ
る
さ
を
覚
え
ま
す
。
熱
が
出

な
い
人
も
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
嗅
覚

や
味
覚
異
常
の
症
状
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

Q　

感
染
し
た
と
思
っ
た
ら
、
ど
う
対

処
す
れ
ば
良
い
で
す
か
。

A　

松
本
保
健
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
症
状
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
お
尋

ね
が
あ
り
ま
す
。
状
態
を
確
認
し
た
う

え
で
様
子
を
み
る
、
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
へ
行
く
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
る
等
の
指
示
が
あ
り
ま
す
の
で
指
示

に
従
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

Q　

感
染
を
防
ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
で
し
ょ
う
か
。

A　

ヒ
ト
と
の
接
触
を
控
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。「
密
閉
」「
密
集
」「
密
接
」

の
３
密
を
避
け
る
こ
と
で
す
。
感
染
経

路
に
は
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染
が
あ
り

ま
す
。
患
者
さ
ん
の
気
道
分
泌
物
に
ウ

イ
ル
ス
が
あ
り
、
口
や
鼻
、
目
の
粘
膜

を
通
じ
て
体
内
に
入
り
ま
す
の
で
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
手
洗
い
、

消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Q　

高
齢
者
と
若
者
に
違
い
は
あ
り
ま

す
か
。

A　

高
齢
者
は
感
染
す
る
と
重
症
化
し

や
す
い
で
す
。
糖
尿
病
や
心
臓
病
な

ど
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
は
体
調
管
理

が
大
切
で
す
。
若
い
方
は
活
動
的
で
人

と
の
接
触
も
多
く
無
症
状
で
あ
る
た
め

気
づ
か
ず
に
感
染
し
て
広
め
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
行
動
を
抑

制
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
若
い
か
ら

大
丈
夫
と
過
信
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Q　

状
況
が
日
々
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

A　

陽
性
者
数
は
氷
山
の
一
角
で
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
が
進
む
と
患
者
は
さ
ら
に
増
え

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
マ
ス
ク
の
着
用

や
手
洗
い
を
心
掛
け
、
警
戒
す
る
こ
と

が
身
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危
険
を
十
分

認
識
し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

感
染
対
策
を
し
て
自
身
や
大
切
な
家
族

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〈
取
材
を
終
え
て
〉

医
院
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
ご

相
談
が
絶
え
な
い
と
伺
い
ま
し
た
。
医

療
を
提
供
さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
の
思
い
を
持
つ
と
と
も
に

感
染
し
な
い
、
広
め
な
い
行
動
が
大
切

と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

広
域
神
林
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー

自
身
を
守
る
・
家
族
を
守
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら

あ
か
は
ね
内
科
　

・神
経
内
科
医
院

唐
木
院
長

に
聞
く
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昨
年
12
月
「
武
漢
で

正
体
不
明
の
肺
炎
が
流

行
し
て
い
る
」
と
報
道

さ
れ
た
と
き
、
誰
が
今

日
の
事
態
を
想
定
し
た

だ
ろ
う
か
。
目
に
見
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
は
瞬
く
間
に
世
界

に
広
が
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
関
）は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
し
、

国
内
で
は
緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ

た
。
４
月
27
日
現
在
の
国
内
の
感
染

者
は
約
１
万
３
０
０
０
名
に
の
ぼ

り
、
芸
能
人
の
唐
突
な
死
や
病
状

の
急
変
は
病
の
恐
ろ
し
さ
を
浮
き

彫
り
に
し
た
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

は
政
府
に
対
す
る
不
満
、
誹
謗
中

傷
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
不

足
す
る
な
ど
の
デ
マ
が
飛
び
交
い

人
々
は
疑
心
暗
鬼
に
陥
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
小
説
家
吉
村
昭
は
著

書
「
関
東
大
震
災
」
の
中
で
「
災

害
時
の
人
心
の
混
乱
が
引
き
起
こ

し
た
出
来
事
に
『
戦
慄
』
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
地
震
と
疫
病
と

い
う
違
い
こ
そ
あ
れ
災
害
時
の
心

公
民
館
活
動
を
担
う
役
員
さ
ん
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木　

伸
子

　
　

〃　
　
　
　
　

 

野
口　
　

新

　
　

〃　
　
　
　
　

 

曽
根
原
ゆ
り

　

下　

神　

幹　
　

 

久
保
田
達
之

　
　

〃　
　

幹　

 

○
福
與　

陽
子

　
　

〃　
　
　
　
　

 

中
條　

和
樹

　
　

〃　
　
　
　
　

 

野
口　

春
菜

　

梶
海
渡　

幹　

 

◎
倉
科　

雅
彦

　
　

〃　
　

幹　
　

 

小
松
佳
代
子

　
　

〃　
　
　
　
　

 

小
松　

幸
弘

　
　

〃　
　
　
　
　

 

上
條　

秋
子

文
化
委
員

　

川　

西　
　
　
　

 

堀
内　

泰
充

　

川　

東　
　
　
　

 

野
口　

洋
一

　

寺　

家　
　
　
　

 

加
藤　

智
泰

　

南
荒
井　
　
　

 

○
矢
口　

達
也

　

町　

神　
　
　
　

 

北
澤　

昌
明

　

下　

神　
　
　

 

◎
山
本　

憲
一

　

梶
海
渡　
　
　
　

 

小
出　

宝
作

神
林
公
民
館
職
員

　

公
民
館
長　
　
　

 
塩
原　

秀
俊

　

館
長
補
佐　
　
　

 

伊
藤　

裕
明

　

主　
　

事　
　
　

 

三
村　

和
紀

　

嘱　
　

託　
　
　

 

岡
田　

康
子

◎
…
委
員
長　

○
…
副
委
員
長

△
…
会
計　
　

幹
…
幹
事

　

４
月
20
日
（
月
）、
神
林
公
民
館

運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
50
回
の
節
目
を
迎
え

る
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
で
は
特
別
演

奏
や
発
表
の
他
、
記
念
誌
の
発
行

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
主
な
公

民
館
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
地
区
事
業
】

　

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
（
９
月
６
日
）

　

・
第
50
回
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

　
　
（
10
月
18
日
）

　

・
球
技
大
会
（
２
月
21
日
）

【
広
報
活
動
】

　

・
公
民
館
報
（
年
６
回
）

　

・
公
民
館
だ
よ
り
（
年
12
回
）

【
図
書
視
聴
覚
活
動
】

　

・
自
然
観
察
会
の
開
催

【
体
育
活
動
】

　

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

【
芸
術
文
化
活
動
】

　
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

　

・
史
跡
め
ぐ
り
の
開
催

【
地
域
づ
く
り
事
業
推
進
】

　

・
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
福

　
　

祉
ひ
ろ
ば
等
へ
の
事
業
参
画

　
・
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
等
の
育
成
、

　
　

支
援

　

・
体
育
協
会
・
子
ど
も
会
育
成

　
　

会
と
の
連
携
、
活
動
支
援

【
人
権
啓
発
推
進
活
動
】

　

・
県
内
人
権
施
設
の
視
察

令
和
2
年
度

　
　
神
林
公
民
館
事
業
計
画

【前回の答え】
らさ く ぜ ん せ ん

キーワードはなに?
は今回お休みです。

理
に
違
い
は
あ
る

ま
い
。
外
出
自
粛

な
ど
で
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
っ
て
い
る

時
期
で
は
あ
る
が
、

一
時
の
感
情
に
任

せ
ず
終
息
に
向
け

て
冷
静
な
行
動
を

と
る
よ
う
心
が
け

た
い
も
の
で
あ
る
。
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